市町村男女共同参画計画骨子・計画書作成手順書
１　趣旨
　　この手順書は、市町村における男女共同参画計画骨子・計画書の作成を支援するために作成したものです。
なお、この手順書は、策定の手順、計画の内容、文言や形態を指定するものではありません。
市、村の場合は、手順書にある「町」を「市」「村」に読み替えてください。
２　計画骨子作成手順【手順４関係】
（１）計画骨子の構成を理解する　
別添「○○男女共同参画計画骨子（雛形）」（以下「骨子雛形」といいます。）を一読し、その構成を理解しましょう。
（２）基本理念を決める　
　　　基本理念とは、町が男女共同参画を推進していく上で基本とする考え方や視点です。
「男女共同参画社会基本法に規定されている５つの基本理念」を参考に、町の基本理念を決めます。
⇒骨子雛形「１　計画策定の目的及び基本理念」に記載します。
◆男女共同参画社会基本法に規定されている５つの基本理念
	基本理念
	内容

	男女の人権の尊重
	男女共同参画社会の形成は、男女の個人としての尊厳が重んぜられること、男女が性別による差別的取扱いを受けないこと、男女が個人として能力を発揮する機会が確保されることその他の男女の人権が尊重されることを旨として、行われなければならない。

	社会における制度又は慣行についての配慮
	男女共同参画社会の形成に当たっては、社会における制度又は慣行が、性別による固定的な役割分担等を反映して、男女の社会における活動の選択に対して中立でない影響を及ぼすことにより、男女共同参画社会の形成を阻害する要因となるおそれがあることにかんがみ、社会における制度又は慣行が男女の社会における活動の選択に対して及ぼす影響をできる限り中立なものとするように配慮されなければならない。

	政策等の立案及び決定への共同参画
	男女共同参画社会の形成は、男女が、社会の対等な構成員として、国若しくは地方公共団体における政策又は民間の団体における方針の立案及び決定に共同して参画する機会が確保されることを旨として、行われなければならない。

	家庭生活における活動と他の活動の両立
	男女共同参画社会の形成は、家族を構成する男女が、相互の協力と社会の支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活における活動について家族の一員としての役割を円滑に果たし、かつ、当該活動以外の活動を行うことができるようにすることを旨として、行われなければならない。

	国際的協調
	男女共同参画社会の形成の促進が国際社会における取組と密接な関係を有していることにかんがみ、男女共同参画社会の形成は、国際的協調の下に行われなければならない。


（３）計画を位置づける　
計画を位置づけます。男女共同参画社会基本法上の市町村男女共同参画計画としての位置づけ、法令及び関連計画との整合性が考えられます。
また、男女共同参画計画の中に、配偶者暴力防止・被害者保護等の施策に関する項目を設ける場合は、その項目を配偶者暴力防止法に基づく計画としても位置づけることができます。
さらに、区域内での女性の職業生活における活躍の推進に関する施策に関する項目を盛り込むことにより、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に規定する市町村推進計画として位置づけることが可能です。
（４）計画期間を決める　
計画期間を決めます。町の総合計画の期間に合わせるほか、国の男女共同参画基本計画の期間に合わせることも考えられます。なお、国の第４次男女共同参画基本計画の終期は平成３７（２０２５）年度までですが、平成３２（２０２０）年度末までに見直しを予定しています。
（５）基本目標を定める　
基本目標を定めます。基本目標を定めることで、目指す姿のわかりやすさ、親しみやすさが向上します。なお、基本目標は、定めなくても構いません。
⇒骨子雛形「４　計画の基本目標」に記載します。
　　◆基本目標などの例
	自治体名
	基本目標（将来像など）

	函館市
	男（ひと）と女（ひと）ともに輝く　豊かなまち

	北見市
	あなたとわたし　ともに生きる２１世紀

	網走市
	女（ひと）と男（ひと）がいきいきと暮らすまち

	稚内市
	人と人とが支えあい、より良く生きる、男女共同参画のまち

	美唄市
	ともに生き、ともに支える明日の美唄（まち）

	芦別市
	芦別市民一人ひとりが個性と能力を発揮しあらゆる分野において平等に参画できるまち

	千歳市
	男女が対等なパートナーとして認めあい尊重し、支えあえる男女共同参画社会の実現

	八雲町
	男女が共に輝くまちづくりプラン

	中札内村
	広がる未来に思いやりのまちづくり


（６）男女共同参画関係施策を検討する　
実施可能な男女共同参画関係施策を検討します。
※「男女共同参画関係施策メニュー」は、典型的な施策を一覧化したものです。参考にしてください。
（７）目標を設定する　
　　　　男女平等参画社会を実現する上での課題を分類し、実施可能な男女共同参画関係施策を考慮しながら、目標を設定し、内容を説明します。
⇒骨子雛形「５　目標」に記載します。
◆目標設定の例
	
	目標
	内容

	Ⅰ
	男女共同参画社会をめざす意識づくり
	「男は仕事、女は家庭」といった性別によって役割を固定する考え方や社会慣習が是正されたまちを目指します。

	Ⅱ
	人権の尊重と健康に配慮した社会づくり
	男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶など男女に関わる人権が尊重されたまちを目指します。また、町民が健康で安心して暮らせるまちを目指します。

	Ⅲ
	さまざまな分野における男女共同参画推進
	男女が自らの選択により、職業生活、家庭生活及び地域生活に参画できる環境を整え、様々な分野で男女が共に個性と能力を発揮するまちを目指します。


（８）体系化する　
実施する施策を分類し、目標に結び付け、体系化します。
⇒骨子雛形「６　計画体系図」に記載します。
（９）施策の基本方向を決める　
目標毎に施策の基本方向を決めます。
⇒骨子雛形「８　施策の基本方向」に記載します。
◆施策の基本方向の例
	
	目標
	施策の基本方向

	Ⅰ
	男女共同参画社会をめざす意識づくり
	男女共同参画に関する正しい理解の促進

	Ⅱ
	人権の尊重と健康に配慮した社会づくり
	男女共同参画を阻害するあらゆる暴力の根絶
生涯を通じた男女の健康支援
高齢者、障がい者、外国人など困難を抱える人々の生活安定と自立支援

	Ⅲ
	さまざまな分野における男女共同参画推進
	政策・方針決定過程への女性の参画の拡大
職業生活と家庭・地域生活の両立支援
農山漁村における男女共同参画の推進
男女共同参画の視点に立った地域づくりの推進


　　※　施策の成果指標（客観的に検証可能な数値目標）を盛り込むことが望ましい。
３　計画書作成手順【手順８関係】
（１）計画書に計画骨子を反映する。
　　　計画骨子の内容を該当項目に転記します。
（２）行動計画を整理する。
行動計画とは、目標毎に具体的な施策を位置づけたものです。計画骨子の検討段階でまとめた男女共同参画関連事項調査の結果を基に作成し、関係課と調整して整理していきます。
⇒計画雛形「第３章　行動計画～具体的な取組み～」に記載します。
【手順４】
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